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こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
信
任
を
得
ま
し
て
、

引
き
続
き
市
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
４
期
目
の
市
政
を
担
う
に
際

し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期

待
に
沿
え
る
よ
う
、
市
民
福
祉

の
向
上
と
本
市
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
人
口
減
少
問
題
は
、
地

方
自
治
体
に
と
り
ま
し
て
、
そ

の
存
続
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
財
政
運
営
や
社
会
保

障
政
策
は
も
と
よ
り
、
雇
用
や

労
働
力
不
足
な
ど
地
域
の
産

業
、
経
済
面
で
も
極
め
て
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
子
育
て
施
策
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

本
市
を
よ
り
魅
力
の
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
そ
し
て
、
本
市
が
こ
れ
か
ら

も
南
河
内
の
中
心
都
市
と
し
て

　
年
先
、
１
０
０
年
先
ま
で
発

１０展
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
礎
を
作
る
た
め
、
将

来
を
見
据
え
な
が
ら
市
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
誰
も
が
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
「
 煌
 の

き
ら
め
き

ま
ち
」富
田
林
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
富
田
林
市
長
　
多
田
　
利
喜

　
4
月
　
日
執
行
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
４
選
を
果
た

２６

し
た
多
田
　
利
喜
市
長
が
５
月
１
日
、
職
員
ら
の
出
迎
え

を
受
け
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
っ
ぴ
ー
」
か
ら
花
束

を
受
け
取
っ
た
多
田
市
長
は
、「
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
夢

と
希
望
が
輝
く
供
 煌
 の
ま
ち
僑
富
田
林
の
実
現
に
向
け
、

き
ら
め
き

よ
り
一
層
力
強
く
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

夢と希望が輝く「 煌 のまち」富田林へ
きらめき

５月１日、４選を果たした多田市長が初登庁しました
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４
月
　
日
執
行
の
府
議
会
議

１２

員
選
挙
（
富
田
林
市
・
大
阪
狭

山
市
お
よ
び
南
河
内
郡
選
挙

区
）
に
お
い
て
、
次
の
２
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

尾崎　哲哉
無所属　４期

村山　理恵
公明党　１期

遠藤　智子
公明党　１期

川谷　洋史
無所属　３期

辰巳　真司
無所属　４期

山本　剛史
自由民主党　４期

京谷　精久
自由民主党　５期

高山　裕次
公明党　５期

草尾　勝司
公明党　３期

永原　康臣
民主党　９期

南齋　哲平
無所属　２期

林　光子
自由民主党　７期

左近　憲一
自由民主党　５期

田平　まゆみ
日本共産党　１期

奥田　良久
日本共産党　８期

岡田　英樹
日本共産党　３期

吉年　千寿子
無所属　５期

伊東　寛光
大阪維新の会　１期

 村　善美
無所属　４期

鈴木　憲
大阪維新の会　３期

西川　宏郎
自由民主党　３期

　
４
月
　
日
執
行
の
市
議
会
議

２６

員
選
挙
に
お
い
て
、
次
の
　
人
１９

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
議
席
順
、
敬
称
略
）

議
長
・
副
議
長
、 
             

議
会
選
出
の
監
査
委
員
決
定

　
５
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
１

１５

回
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
・

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

奥
田
　
良
久
さ
ん
（
　
歳
）

６４

住
所
　
佐
備
１
０
４
６
の
２

経
歴
　
議
長
、
副
議
長
な
ど
を

歴
任

副
議
長

草
尾
　
勝
司
さ
ん
（
　
歳
）

５１

住
所
　
龍
泉
４
８
６

経
歴
　
監
査
委
員
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任

監
査
委
員

南
齋
　
哲
平
さ
ん
（
　
歳
）

４０

住
所
　
藤
沢
台
一
丁
目
４
の
　１１

の
５
０
７

経
歴
　
市
民
総
務
常
任
委
員
会

副
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員
会

副
委
員
長
な
ど
を
歴
任

市
議
会
議
員
を

　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

府
議
会
議
員
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す
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　あなたの市政に関するご意見やご提案、まち

づくりのアイデアなどを市長室で市長とお茶

でも飲みながら、気軽にお話ししませんか。

　なお、１月は地域活動などについてお話しい

ただきました。

とき　７月９日、午後３時～４時３０分まで

募集　２組（１組は５人まで）、１組当たり時間

は３０分

申し込み　６月１５日までの午前９時～午後

５時３０分（土・日曜日は除く）に電話で住所、

氏名（参加者全員）、電話番号、テーマを情報

公開課（内線１８１）へ（申し込み多数の場合抽

選）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

●
自
ら
が
所
有
し
、
事
業
に
供

し
て
い
る
市
内
の
建
築
物
を
、

災
害
時
に
緊
急
的
な
一
時
避
難

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
本
市
と
協
定
を
締
結
し
、

当
該
建
築
物
に
対
象
シ
ス
テ
ム

を
新
設
す
る
人
（
協
定
の
締
結

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
）

※
い
ず
れ
も
　
年
４
月
１
日
か

２７

ら
　
年
３
月
　
日

ま
で
に
対

２８

３１

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結

し
た
人
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と

す
る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

補
助
件
数

１
４
０
件
程
度

補
助
金
額

対
象
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出
力
１

㌔
ワ
ッ
ト
に
つ
き
３
万
円
で
、

上
限
９
万
円
（
３
㌔
ワ
ッ
ト
）

ま
で

申
し
込
み

７
月
１
日

～
　
年
３
月
　
日

２８

３１


（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　３０

分
）
ま
で
に
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
市
役
所
４
階
み

ど
り
環
境
課
（
７
月
１
日

、

午
前
９
時
～
正
午
の
み
市
役
所

４
階
４
０
１
会
議
室
）
へ
持
参

※
申
し
込
み
は
一
人
に
つ
き
一

申
請
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
を
超

え
た
場
合
は
、
申
し
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
用
紙
お
よ
び
申
し

込
み
要
領
は
６
月
　
日

～
、

２４

み
ど
り
環
境
課
で
配
布
、
ま
た

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
み
ど
り
環
境
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

み
ど
り
環
境
課（
内
線
4
3
2
）

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に

自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す
る

住
宅
や
災
害
時
に
避
難
所
と
し

て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

施
設
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
、
ま
た
は

設
置
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
シ
ス
テ
ム

住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設
置
に

適
し
た
逆
潮
流
あ
り
で
連
携

し
、
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が

　
㌔
ワ
ッ
ト
未
満
の
シ
ス
テ
ム

１０（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者

●
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を

除
く
）
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
人
ま
た
は
設
置
し
よ
う

と
す
る
人
（
対
象
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
住
宅
が
補
助
対
象
者

の
所
有
で
な
い
場
合
は
、
所
有

者
の
設
置
承
諾
を
得
て
く
だ
さ

い
）

●
市
内
に
、
対
象
シ
ス
テ
ム
付

き
住
宅
を
購
入
し
た
人
ま
た
は

購
入
し
よ
う
と
す
る
人

１月２３日の様１月２３日の様子子

　
近
年
、
街
頭
に
設
置
さ
れ
て

い
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
、
犯

罪
者
の
検
挙
に
つ
な
が
る
事
例

が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
犯
罪

の
大
き
な
抑
止
力
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
と
街
頭
犯
罪
な
ど
の
抑
止

を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

会
（
自
治
会
）
が
地
域
内
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
経
費
を

補
助
す
る
同
補
助
金
制
度
を
設

地
縁
団
体
防
犯
カ
メ
ラ

　
　
整
備
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）

補
助
金
額
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
（
整
備
）
に
必
要
な
経
費
の

２
分
の
１
の
額（
上
限
　
万
円
）

５０

※
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
前
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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～
町
会
（
自
治
会
）
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
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ててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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●子育て世帯臨●子育て世帯臨時時特例給付金特例給付金

●臨時福祉給付●臨時福祉給付金金

日
は
除
く
）、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
分
　
※
た
だ
し
、
８

３０

月
８
日

、
９
日

、　

日

、

１５

　
日

の
４
日
間
は
開
設
し
ま
す
。

１６●
６
月
１
日

～
、「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す

対
象
者
　
本
市
で
　
年
６
月
分

２７

の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
人

（
　
年
度
の
所
得
が
児
童
手
当

２７
の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て

い
る
人
は
除
く
）

※
昨
年
度
と
異
な
り
、
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
や
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
と
な
る
人
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

支
給
額
　
　
年
６
月
分
の
児
童

２７

手
当
対
象
児
童
１
人
当
た
り
３

０
０
０
円

支
給
時
期
　
　
月
を
予
定
（
申

１０

請
時
期
に
よ
り
支
給
が
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

給
付
方
法
　
原
則
口
座
振
り
込

み
に
よ
り
支
給

申
し
込
み
　
８
月
　
日

ま
で

３１

に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
で

５
８
４
・
８
５

１
１
　
こ
ど
も
未
来
室
へ
（
持

参
も
可
）

※
申
請
書
は
児
童
手
当
現
況
届

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
案

内
チ
ラ
シ
と
と
も
に
　
年
６
月

２７

分
の
児
童
手
当
受
給
世
帯
に
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
現
況
届
の

提
出
が
不
要
の
世
帯
に
は
、
別

途
申
請
書
の
み
を
送
付
し
ま

す
。
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
現
況
届
が
受
理
さ

れ
な
い
と
給
付
金
が
支
給
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

（
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
は

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

２１※
公
務
員
の
人
で
、
職
場
か
ら

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

職
場
か
ら
の
案
内
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は

８
月
３
日

～
、
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

対
象
者
　
　
年
１
月
１
日
時
点

２７

に
お
い
て
本
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
、　

年
度
市
民

２７

税
が
非
課
税
の
人
（
市
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

族
と
な
っ
て
い
る
人
や
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
は
除
く
）

※
詳
し
い
支
給
要
件
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
１
人
当
た
り
６
０
０

０
円

申
し
込
み
　
８
月
３
日

～
　１０

月
　
日

ま
で
受
け
付
け
し
ま

３０
す
。
支
給
対
象
者
へ
の
案
内
方

法
や
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
０
７
４
）
４
７
４
〕
ま
た

は
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
担

当
（
内
線
2
8
6
）

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
は
６
月
１
日

～
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
は
８
月
３
日


～
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
市
役
所
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
今
年
度
は
各
給

付
金
の
申
請
受
付
期
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す

　
本
市
で
は
、「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
と
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
に
つ
い
て
、
６
月

１
日

か
ら
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔


０
５
７
０
（
０
７
４
）
４
７
４
〕

を
開
設
し
ま
す
。
各
給
付
金
に

つ
い
て
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
　
６
月
１
日

～
　１０

月
　
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝

３０

「まち・ひと・しご
と創生総合戦略」の
策定に向けたアン
ケート調査にご協
力を

　本市では、少子高齢化

と人口減少への対応、地

域活性化に向けた取り組

みを推進するため、「ま

ち・ひと・しごと創生総

合戦略」の策定に向けた

アンケート調査を６月中

に実施します。

　無作為に抽出された人

に調査票を郵送しますの

で、ご協力をお願いしま

す。

問い合わせ　政策推進課

（内線５１４）

　
富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
第
１
日
目
の
試
合
終

了
後
、
選
手
た
ち
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

農
業
公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
の

協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
５

２５

時
～

と
こ
ろ
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者
　
７
月
　
日

の
試
合

２５

観
戦
者
で
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
生
の
人
は
保
護
者
同
伴

（
同
伴
の
保
護
者
も
参
加
人
数

に
含
む
）
。

定
員
　
　
人
　

７５

※
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
の
選
手
は
　
人
参
加
予
定
。

２５

参
加
費
　
１
人
３
５
０
０
円

申
し
込
み
　
６
月
　
日

（
必

１７

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学
年
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

５
８

４
・
８
５
１
１
　
常
盤
町
１
の

１
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
〔

　（２０）

０
３
９
０
〕
へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

※
当
選
者
に
は
、
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
当
日
、
当
選

は
が
き
と
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト

（
７
月
　
日
分
）
を
持
参
し
て

２５

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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星
空
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

～
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
選
手
と
の
出
会
い
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富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ききききききききききききききききききききき
ららららららららららららららららららららら
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ききききききききききききききききききききき
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券

「
富
田
林
市
き
ら
め
き
商
品
券
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

  取
扱
店
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る

消
費
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
ま
た
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
支
援
を
す

る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の

「
富
田
林
市
き
ら
め
き
商
品

券
」
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
商
品
券
の

取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
　
日

～
７

１５

月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま
で

１０
に
、

5
8
4
・
0
0
1
2
粟

ケ
池
町
２
９
６
９
の
５
　
富
田

林
商
工
会
〔

　
１
１
０
１
〕

（２５）

ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内
線
４

８
３
）
に
備
え
付
け
の
取
扱
店

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
富
田
林
商
工
会
へ
。
ま

た
は
、

5
5
0
・
8
6
9
1

　
日
本
郵
便
㈱
大
阪
西
郵
便
局

私
書
箱
１
８
１
号
「
富
田
林
市

き
ら
め
き
商
品
券
」
事
務
局
宛

て
へ
郵
送

※
取
扱
店
登
録
申
請
書
は
６
月

　
日

～
、
富
田
林
商
工
会

１５ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w

w
.to
n
sh
o
w
.o
r.jp
/

〕
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
期
間
内
に
申
し
込
ま
れ
る
と

商
品
券
添
付
の
取
扱
店
一
覧
表

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
取
扱
店
登
録
料
は
無
料
で
す
。

※
取
扱
店
登
録
が
で
き
な
い
商

店
や
、
利
用
対
象
に
な
ら
な
い

商
品
が
あ
り
ま
す
（
左
上
図
参

照
）。

※
商
品
券
の
使
用
期
間
は
８
月

　
日

～
　
月
　
日

の
予
定

２５

１１

３０

で
す
。　

※
今
回
は
取
扱
店
の
募
集
で

す
。
商
品
券
の
販
売
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
防
災
マ
ッ
プ

　
　
　
　
作
成
を
支
援
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
防
災
に
関
す

る
共
同
作
業
を
通
し
て
、
町
内

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
や
、
地
域
に
お
け
る
防

災
対
策
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
に
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
の
地
域
内
の
危
険
箇
所
や

近
隣
の
待
避
場
所
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
調
査
し
た
情
報
を

地
図
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
地
図
に
市
が
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
載
し
た
も
の
を
、
防

災
マ
ッ
プ
と
し
て
世
帯
数
分
印

刷
し
、
デ
ー
タ
と
と
も
に
皆
さ

ん
に
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
は
　
団
体
が
防
災
マ
ッ

２３

プ
を
作
成
さ
れ
、
地
域
防
災
訓

練
な
ど
に
活
用
す
る
な
ど
今
後

の
防
災
対
策
に
役
立
て
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）
ま
た
は
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
を
含
む
複
数
の
団
体
で
構

成
す
る
連
合
体

※
規
模
の
小
さ
い
町
会
（
自
治

会
）
に
つ
い
て
は
、
隣
接
町
会

（
自
治
会
）
と
合
同
で
の
作
成

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
６
月
８
日

～
７

月
　
日

ま
で
に
市
消
防
庁
舎

１７
５
階
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５

０
２
）
へ

※
作
成
に
は
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
８
月
に
作
成
支
援
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
防
災
マ
ッ

プ
の
完
成
は
　
年
３
月
頃
を
予

２８

定
し
て
い
ま
す
。

地域防災訓練補助金の活用を

　大規模災害発生時は、自助や共助といった地域で

の助け合いの行動が減災につながります。

　そのためには、日頃から 地域コミュニティーの形

成を図ることが重要です。

　災害時にはほとんどの市立小学校が指定避難所と

なっており、本市では地域防災力の強化を支援する

ため、小学校区単位で実施する防災訓練に対して補

助金を交付しています。この補助金を活用し、地域

ぐるみで災害時の対応を身に付けましょう。

補助対象事業　小学校区単位で実施する避難訓練、

消火訓練、救急救助訓練などの防災訓練

補助対象団体　１小学校区内の複数の町会（自治会）

による連合体、または町会（自治会）を含む複数の

団体で構成する連合体

補助金額　１０万円を限度に1団体につき年1回

申し込み　市消防庁舎５階危機管理室（内線９５０２）

へ　※交付には、所定の手続きが必要となりますの

で、必ず事前にお問い合わせください。
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援
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。

③
避
難
勧
告

　
人
的
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
の

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
避
難
支
援
者
は
災

害
時
要
援
護
者
を
避
難
所
へ
避

難
さ
せ
る
た
め
の
支
援
行
動
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

④
避
難
指
示

　
避
難
所
へ
の
避
難
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。
避
難
中
ま
た
は

避
難
を
開
始
し
て
い
な
い
人

は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
い
と
ま
が
な
い
場

合
は
、
命
を
守
る
た
め
の
最
低

限
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
伝
達
方
法

■
防
災
無
線
に
よ
る
伝
達

■
市
消
防
団
、
市
広
報
車
に
よ

る
伝
達

■
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー
ル
の

配
信

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
）、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
a

u
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
配
信

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ

リ
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
情
報
」

へ
の
配
信

■
町
会
（
自
治
会
）、
自
主
防
災

組
織
な
ど
へ
の
連
絡

■
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
の
福
祉
関

係
者
へ
の
連
絡
　
　
　

●
６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間
で
す

　
近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
全
国

各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
長
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土

砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難

場
所
な
ど
を
、
こ
の
機
会
に
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
は
、
雨
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
雨
の
量
や
周
り
の
現
象

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
避
難
情
報
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
取
っ
て
い
た
だ
く
行

動　
次
の
情
報
を
原
則
段
階
的
に

伝
達
し
ま
す
。

①
避
難
準
備
情
報

　
家
族
と
連
絡
を
取
っ
た
り
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
た

り
す
る
な
ど
、
避
難
の
準
備
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

避
難
支
援
者
は
災
害
時
要
援
護

者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
の
支
援

行
動
の
準
備
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

②
一
時
避
難
情
報

　
人
的
被
害
を
避
け
る
た
め
、

自
宅
内
の
で
き
る
だ
け
高
い
所

な
ど
へ
、
一
時
的
に
自
主
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難

支
援
者
は
災
害
時
要
援
護
者
を

必
要
最
小
限
の
移
動
で
安
全
な

場
所
へ
避
難
さ
せ
る
た
め
の
支

　
近
年
、
集
中
豪
雨
の
多
発
に

よ
り
全
国
各
地
で
床
上
浸
水
や

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
り
雨
が
増
え
る
季
節
を
迎

え
ま
す
が
、
地
震
と
違
い
、
水

害
や
土
砂
災
害
は
あ
る
程
度
の

予
測
が
可
能
で
す
。
日
頃
か
ら

家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
な
ど
を
確
認
し
、
非
常
持

ち
出
し
品
の
用
意
を
す
る
と
と

も
に
、
市
か
ら
の
避
難
情
報
な

ど
の
入
手
方
法
を
確
認
す
る
な

ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
象
情

報
な
ど
を
早
期
に
収
集
し
、
早

め
の
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
で

被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
こ
ま
め
に

情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

水
害
対
策
　

　
本
市
で
は
、
石
川
、
佐
備
川
、

千
早
川
、
梅
川
、
太
井
川
、
宇

奈
田
川
お
よ
び
東
除
川
の
流
域

に
お
い
て
、
浸
水
想
定
区
域
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
川
は
「
洪
水
予
報
河
川
」
と

し
て
「
は
ん
濫
注
意
、
避
難
判

断
、
は
ん
濫
危
険
」
な
ど
の
判

断
基
準
と
な
る
水
位
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
に
よ

り
河
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
危

険
水
位
を
超
え
た
場
合
、「
避
難

勧
告
」
な
ど
の
避
難
情
報
を
対

象
地
域
へ
発
令
し
ま
す
。

土
砂
災
害
対
策
　

　
長
時
間
雨
が
降
っ
て
い
る
場

合
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
は
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、「
避
難
勧
告
」

な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判
断
の

参
考
と
な
る
よ
う
、
府
と
気
象

庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情

報
で
す
。
府
や
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
他
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

で
も
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
も
と
に
土
砂
災
害
の

危
険
地
域
へ
「
避
難
勧
告
」
な

ど
の
避
難
情
報
を
発
令
し
ま

す
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
ののののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

日
頃
か
ら
気
象
情
報
の
入
手
方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

をををををををををををををををををををををを
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
ききききききききききききききききききききき
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう

水
害
・
土
砂
災
害
対
策

そ
の
他
の
情
報
入
手
先

《
パ
ソ
コ
ン
》

■
川
の
防
災
情
報

◎
河
川
防
災
情
報
〔h

ttp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-k
a
s
e
n
-p
o
rta
l.n

e
t/su
ib
o
u
/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
土
砂
災
害
の
防
災
情
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-b
o
u
s
a
i.

n
e
t/sa
b
o
u
/In
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jp
/

w
a
rn
/2
7
2
1
4
0
0
.h
tm
l

〕

《
携
帯
電
話
》

■
府
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w

-c
d
s
.o
s
a
k
a

-b
o
u
s
a
i.n
e

t/m
o
b
ile
/p

re
f/M
o
b
ile

W
a
rn
in
g
Jm
a
D
e
ta
il.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー〔h

ttp
:/
/
w
w

w
.jm
a
.g
o
.j

p
/jp
/b
o
s
a
i

jo
h
o
/
m
/
w

a
rn
/a
re
a
/1
0
6
/3
3
1
/2
7
2
1

4
.h
tm
l

〕

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
庁
舎
５

階
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５
０

１
）、
土
砂
災
害
防
止
月
間
に

関
す
る
こ
と
は
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）
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年
度
住
民
税
に
適
用
さ

27れ
る
主
な
も
の

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
・

控
除
限
度
額
の
拡
充

　
個
人
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
、
対
象
期
間
が
４
年
間
（
　２６

年
１
月
１
日
～
　
年
　
月
　
日

２９

１２

３１


）
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

期
間
の
う
ち
、
　

年
４
月
１
日

２６

か
ら
　
年
　
月
　
日

ま
で
に

２９

１２

３１

居
住
を
開
始
し
た
場
合
の
控
除

限
度
額
が
９
万
７
５
０
０
円
か

ら
　
万
６
５
０
０
円
に
拡
充
さ

１３
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

　
年
度

２７税
法
改
正

●
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
　
㌫
軽
減

１０

税
率
の
廃
止

　
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
税
率
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
　
年
　
月
　

２５

１２

３１

日
ま
で
　
㌫
（
所
得
税
７
㌫
、

１０

住
民
税
３
㌫
）
の
軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、　

年
２６

１
月
１
日
以
降
は
本
則
税
率
の

　
㌫
（
所
得
税
　
㌫
、
住
民
税

２０

１５

５
㌫
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
ま
で
は

４９

復
興
特
別
所
得
税
（
　
年
は

２５

０
・
１
４
７
㌫
、　

年
以
降
は

２６

０
・
３
１
５
㌫
）
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

●
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
譲
渡

損
失
に
係
る
損
益
通
算
な
ど
の

改
正
（
生
活
に
通
常
必
要
で
な

い
資
産
の
範
囲
の
追
加
）

　
譲
渡
損
失
の
他
の
所
得
と
の

損
益
通
算
お
よ
び
雑
損
控
除
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産
の

範
囲
に
、
主
と
し
て
趣
味
、
娯

楽
、
保
養
ま
た
は
鑑
賞
の
目
的

で
所
有
す
る
不
動
産
以
外
の
資

産
（
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
）
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
の
譲
渡
損
失
に
つ
い
て

は
、
総
合
課
税
に
お
い
て
、
他

の
所
得
と
の
損
益
通
算
が
適
用

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
年
度
住
民
税
に
適
用
さ

28れ
る
主
な
も
の

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控
除

額
の
拡
充

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分
の

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自

治
体
に
寄
付
を
し
た
場
合
に
、

寄
付
額
の
う
ち
２
０
０
０
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定

の
上
限

ま
で
、

原
則
と

し
て
所

得
税
・

個
人
住

民
税
が

全
額
控

除
さ
れ

る
制
度

で
す
。

　
年
1

２７月
1
日

か
ら
、

そ
の
控

除
額
の

上
限
が
個
人
住
民
税
所
得
割
額

の
１
割
か
ら
２
割
に
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
告
手
続

の
簡
素
化
（「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
の
創

設
）

　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
控

除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告

が
必
要
で
す
が
、
手
続
き
の
簡

素
化
を
図
る
た
め
、
税
法
上
の

特
例
を
つ
く
り
、
給
与
所
得
者

な
ど
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

場
合
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
確
定
申
告
に
代
わ

る
申
請
書
を
ふ
る
さ
と
納
税
先

の
自
治
体
へ
郵
送
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
給
与
所
得
の
み
の
人
で
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
先
が
５
団
体
を

超
え
る
人
や
医
療
費
控
除
な
ど

の
各
種
控
除
手
続
を
さ
れ
る

人
、　

年
１
～
３
月
の
間
に
ふ

２７

る
さ
と
納
税
さ
れ
た
人
は
、
同

特
例
制
度
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
に
つ
い

て
は
課
税
課
（
内
線
1
1
1
、

1
1
2
）、
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
は
秘
書
課
（
内
線
3
1

2
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

河
内
音
頭
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

ををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
河
内
音
頭
は
、
市
内
各
所
で

開
催
さ
れ
る
盆
踊
り
で
歌
わ
れ

る
歌
で
、
曲
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
踊
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
近
年
、
河
内
音

頭
に
合
わ
せ
て
踊
れ
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
市
河
内
音
頭
保
存
会
で

は
市
民
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
開
催
し
た
り
、
中
学
校
で
実

施
さ
れ
る
文
化
教
室
に
講
師
と

し
て
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、

河
内
音
頭
の
普
及
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
河
内

音
頭
の
良
さ
や
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
同
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
盆
お
ど
り
大
会
へ
の

踊
り
子
派
遣
や
講
習
会
へ
の
講

師
派
遣
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
　
日

、
７
月
２

２５

日

、
７
月
３
日

、
い
ず
れ

も
午
後
７
時
～
８
時
　
分
　

３０

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員
　
各
　
人
　
参
加
費
　
無
料

５０

申
し
込
み
　
６
月
　
日

（
消

１６

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
（
１
枚
に
１
人
）
に
河
内
音

頭
講
習
会
参
加
希
望
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

日
（
１
日
の
み
で
も
可
）
と
返

信
用
は
が
き
に
宛
名
を
記
入

し
、

５
８
４
・
８
５
１
１
常

盤
町
１
の
１
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
２
）
へ
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
）　



９

　
市
内
で
ウ
メ
輪
紋
病
の
発
生

が
確
認
さ
れ
、
農
林
水
産
省
で

は
　
年
度
か
ら
一
部
地
域
で
緊

２５
急
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
、
６
月
か
ら
８
月
の

間
、
次
の
地
域
の
ウ
メ
や
モ
モ

な
ど
の
樹
木
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

■
対
象
地
域
　

大
字
廿
山
、
大
字
錦
織
、
甲
田
、

小
金
台
、
寿
町
、
桜
ケ
丘
町
、

新
青
葉
丘
町
、
新
家
、
高
辺
台
、

谷
川
町
、
廿
山
、
津
々
山
台
、

寺
池
台
、
常
盤
町
、
錦
織
北
、

錦
織
東
、
錦
ケ
丘
町
、
藤
沢
台
、

富
美
ケ
丘
町
、
宮
甲
田
町
、
美

山
台
、
大
字
佐
備
、
か
が
り
台
、

川
向
町
、
北
大
伴
町
、
西
板
持

町
、
大
字
東
板
持
の
一
部
、
東

板
持
町
、
南
大
伴
町
、
山
中
田

町
、
錦
織
南
、
大
字
須
賀
、
須

賀
、
五
軒
家
、
加
太
　

※
詳
し
い
地
域
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
調
査
方
法
　

　
農
林
水
産
省
職
員
、
府
職
員

ま
た
は
府
が
委
託
し
た
調
査
員

が
対
象
地
域
を
見
回
り
、
感
染

の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
訪
問
し
て
樹
木
を
確
認
し

ま
す
。

　
ま
た
、
分
析
の
た
め
、
葉
を

数
枚
採
取
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
不
審
に
思
わ
れ
た

と
き
は
身
分
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

●
ウ
メ
輪
紋
病
と
は

　
同
病
に
感
染
し
た
植
物
（
ウ

メ
な
ど
）
の
葉
に
は
特
徴
的
な

輪
紋
を
生
じ
る
他
、
果
実
の
表

面
に
斑
紋
が
生
じ
る
こ
と
で
商

品
価
値
が
損
な
わ
れ
る
な
ど
の

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら

れ
、
海
外
で
は
大
き
な
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
葉
の
吸
汁

で
感
染
が
広
が
り
ま
す
が
、
人

や
動
物
へ
は
感
染
せ
ず
、
感
染

し
た
木
の
果
実
を
食
べ
て
も
健

康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
葉
に
特
徴
的
な
輪
紋
が
生
じ

て
い
る
ウ
メ
の
木
な
ど
を
所
有

さ
れ
て
い
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
感
染
し
て
い
る
葉
の
写
真

は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

://w
w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.jp
/

n
o
s
e
i/p
p
v
/

〕、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
農
業

振
興
課
」、
ま
た
は
農
業
振
興

課
、
金
剛
連
絡
所
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
感
染
し
た
樹
木
は
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
所
有
者
の
同
意
を

得
て
伐
採
処
分
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所
〔


０
６
（
６
５
７
１
）
０
８
０
１
〕

市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、
ウ
メ
、
モ
モ
（
ハ

ナ
モ
モ
を
含
む
）
な
ど
の
樹
木
調
査
（
ウ
メ
輪

紋
病
感
染
調
査
）
が
実
施
さ
れ
ま
す

自転車などの放置は

　　　　やめましょう

　
道
路
上
に
自
転
車
な
ど
を
放

置
す
る
と
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
ま
ち
の
景
観
も
損
な
わ

れ
ま
す
。
駅
周
辺
に
自
転
車
な

ど
を
駐
車
さ
れ
る
場
合
は
、
有

料
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
一
部
の
自
転
車
駐
車

場
に
は
、
高
校
生
以
下
の
学
生

を
対
象
と
し
た
学
割
料
金
も
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
各
駅
周
辺
の
道

路
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」
を
指
定
し
、
区
域
内
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
を
保
管
所
へ
撤
去
・
移

送
し
て
い
ま
す
。

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
な
ど
は
、「
第
一
自
転
車

等
保
管
所
」（
若
松
町
東
一
丁
目

６
の
　
）〔

　
３
２
３
３
〕
で

２７

（２６）

返
還
し
て
い
ま
す
が
、
返
還
時

に
次
の
と
お
り
移
送
・
保
管
費

用
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
　
    

１
台
１
５
０

０
円

ミ
ニ
バ
イ
ク

１
台
２
０
０

０
円
　
人
の
迷
惑

に
な
ら
な
い

よ
う
、
道
路

上
に
自
転
車

や
ミ
ニ
バ
イ

ク
な
ど
を
放

置
し
な
い
よ

う

に

し

ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

道
路
交
通
課

（
内
線
４
１

６
）

自転車もルールとマナーを
守って安全運転を

　近年増加している自転車乗車中の交

通事故への対策として、今年６月１日

から改正道路交通法が施行され、自転

車運転中に危険なルール違反を繰り返

している場合、自転車運転者講習を受

けていただくことになりました。

　また、講習受講命令に違反すると５

万円以下の罰金が科されます。

　自転車乗車時にはルールとマナーを

守り安全運転を心掛けてください。

　また、万一の事故から身を守るため

に自転車乗車時にはヘルメットの着用

をお願いします。

問い合わせ　富田林警察署交通課

〔(２５)１２３４〕または、府警察本部

〔０６(６９４１)００３０〕



１０

試
験
職
種
と
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数
、
採
用
予
定
月

左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日
、
試
験
内
容

試
験
日
　
６
月
　
日


２８

試
験
内
容
　
事
務
職
・
主
任
介

護
支
援
専
門
員
＝
教
養
試
験
、

面
接
試
験
、
実
技
試
験
（
手
話

通
訳
の
み
）、
保
育
士
＝
教
養

試
験
、
専
門
試
験
、
実
技
試
験

（
朗
読
、
ピ
ア
ノ
演
奏
）、
幼
稚

園
教
諭
＝
教
養
試
験
、
集
団
面

接
、
実
技
試
験
（
ピ
ア
ノ
演
奏
、

歌
唱
）

申
込
書
の
交
付

６
月
２
日

～
　
日


１７

※
い
ず
れ
も
人
事
課
、
金
剛
連

絡
所
で
交
付
し
ま
す
（
幼
稚
園

教
諭
は
教
育
指
導
室
で
も
交

付
）。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
の
受
け
付
け

６
月
２
日

～
　
日


１７

（
郵
送
の
場
合
は
６
月

　
日

ま
で
の
消
印
有

１５効
）
ま
で
に
、
事
務
職
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・

保
育
士
は
人
事
課
（
内
線

３
２
２
、
３
２
３
）、
幼

稚
園
教
諭
は
教
育
指
導

室
（
内
線
３
６
９
）
へ

※
 申
込
書
の
交
付
、
受

け
付
け
は
、
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
　
分
ま
で
。

３０
※
い
ず
れ
の
職
種
に
お

い
て
も
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
人
も
受
験

で
き
ま
す
が
、
従
事
で
き

る
職
務
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。

市
職
員
採
用
資

市
職
員
採
用
資
格格
試
験
を

試
験
を

実
施
し
ま

実
施
し
ま
すす

　
年
度

２７

　
２
月
１
日
、
市
内
で
開
催
さ

れ
た
駅
伝
大
会
に
参
加
し
て
い

た
男
性
が
競
技
中
に
突
然
倒
れ

る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
。
　
男
性
は
心
肺
停
止
状
態
で
し

た
が
、
近
く
に
い
た
人
た
ち
が

連
携
し
て
1
1
9
番
通
報
や
、

心
肺
蘇
生
法
を
施
し
、
ま
た
救

護
所
に
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
こ
と
で
、
男
性
は
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
に
意
識
を
回

復
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
連
の
行
動
は
「
救
命

の
連
鎖
」
と
い
い
ま
す
。
早
期

発
見
、
通
報
、
応
急
処
置
、
医

療
機
関
へ
の
搬
送
と
い
う
救
急

活
動
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
男
性
の
命
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
３
月
　
日
、
適
切

１９

な
応
急
手
当
て
と
1
1
9
番
通

報
、
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
よ

り
人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
た
、

堀
江
　
康
信
さ
ん
、
西
澤
　
治

彦
さ
ん
、
山
口
　
千
晴
さ
ん
、

浜
口
　
正
子
さ
ん
に
、
消
防
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
　
な
お
、
西
澤
さ
ん
と
浜
口
さ

ん
は
、
市
消
防
本
部
な
ど
が
実

施
す
る
応
急
手
当
て
講
習
を
受

講
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
堀
江
さ

ん
は
大
阪
狭
山
市
の
消
防
職

員
、
山
口
さ
ん
は
医
療
従
事
者

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
互
い
の

経
験
や
知
識
が
生
か
さ
れ
、
こ

の
た
び
の
人
命
救
助
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　
人
が
倒
れ
た
場
合
な
ど
の
緊

急
時
、
周
り
に
応
急
手
当
て
の

で
き
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
尊

い
命
が
助
か
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
随
時
応

急
手
当
て
講
習
や
普
通
救
命
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
受

講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
〔

　
１
１
２
３
〕

（２３）

応急手当て講習を

受講しましょう

人命救助に貢献された
４人に感謝状を贈呈



１１

を
は
じ
め
、
塗
料
な
ど
の
危
険

物
は
、
今
や
日
常
生
活
に
深
く

浸
透
し
、
必
要
不
可
欠
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
危
険
物
は

引
火
性
や
爆
発
性
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と

火
災
や
漏
え
い
事
故
な
ど
を
発

生
さ
せ
、
多
く
の
生
命
や
財
産

を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

の
取
扱
事
業
所
に
対
し
て
安
全

の
確
保
を
呼
び
掛
け
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
危
険
物
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

「無事故へと　　　
　  気持ち集中　       
         はっけよい」

６月７日～１３日は 

危険物安全週間

　
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
た

め
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
は
危

険
物
安
全
週
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
燃
料

普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
）））））））））））））））））））））））））））））
ををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

Ｄ
講
習
）
を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
地
区
集
会
所
整
備
補
助
金

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請
に
は

「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」修
了
証
所

持
者
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
修
了
証
所
持
者
が
お
ら
れ
な

い
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
は
、

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
７
月
２
日

、
午
後
１

時
～
５
時

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
　

内
容
　
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
成

～
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
　
　
　
　

　
　
　
　
　
申
請
の
た
め
の
～

６月23日～29日は男女共同参画週間

　男女が互いに人権を尊重し、喜びや責任を分かち

合い、性別に関わりなくその個性と能力を十分に発

揮することができる男女共同参画社会の実現に向け

て皆さんの理解を深めるために、６月２３日～２９日

までの１週間は「男女共同参画週間」と定められ

ています。　今年の同週間のテーマは「地域力 × 女性
かける

力 ＝ 無限大の未来」です。
イコール

　期間中は、男女共同参画社会づくりに向けて全国

会議が開催されるなど、全国でさまざまな行事が実

施されます。本市では、この週間に合わせて特設で

女性のための電話相談を実施したり、男女共同参画

に関する資料を人権政策課、男女共同参画センター

ウィズ（すばるホール内）で無料配布したりします。

●女性のための特設電話相談

　このたび、毎月実施している女性のための電話相

談の受付時間を延長し、特設電話相談を実施しま

す。配偶者や恋人からの暴力、職場での人間関係や

家族のこと、夫婦の問題、仕事や生き方など、暮ら

しの中で抱えているさまざまな不安や悩みについ

て、研修を積んだ女性相談員がお聴きします。

　一人で悩まず、この機会にぜひお電話ください。

とき　６月２３日、午前１０時～午後６時、〔(２３)

０５６７〕

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

「親子平和の旅」参加者募集　　　　　

～広島平和記念式典に親子で参加しませんか～

　本市では、非核平和事業の一環として、若い人た

ちに戦争の悲惨さや核兵器の非人道性を伝え、非核

平和の願いを広げることを目的に、毎年市民の代表

として広島平和記念式典に親子で参列していただい

ています。今年も次のとおり参列していただける人

を募集しますので、ぜひお申し込みください。

とき　８月５日～６日

ところ・内容　広島平和記念式典への参列、広島平

和記念資料館の見学など

※参加後、感想文（８００字程度）を提出していただきます。

※宿泊費と広島市までの交通費（往復）は市が負担

します。

対象者　市内在住で親子平和の旅に初めて参加する

小学５年生以上の子どもと保護者

定員　１組２人　

申し込み　６月１８日（消印有効）までに、はがき

またはＥメールで住所、参加者２人の氏名・年齢（学

年）、電話番号、参加にあたっての簡単な抱負を記入

し、５８４-８５１１常盤町１の１　人権政策課（内線４７２）

〔Ｅメールjinken@city.tondabayashi.lg.jp〕「親子平和

の旅」係へ（１家族につき１件、申し込み多数の場

合抽選）

人
の
心
肺
蘇
生
法
を
主
と
し
た

統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
４
時
間

の
講
習
）

対
象
者
　
地
区
集
会
所
な
ど
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
補
助
金
の
申
請
を

予
定
さ
れ
て
い
る
町
会
（
自
治

会
）
か
ら
の
参
加
希
望
者

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

５０

順
）　
※
１
町
会
（
自
治
会
）

に
つ
き
２
人
ま
で
。

参
加
費
　
無
料
　
※
講
習
終
了

後
、
消
防
本
部
よ
り
、
修
了
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
８
日

～
　２２

日

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に

３０備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ
（
内

線
４
７
３
）〔

　
９
０
３
７
〕

（２５）

（
フ
ァ
ク
ス
申
し
込
み
可
）　

市
職
員
の
　
　
　
　

　
　
人
事
異
動

　
５
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
公
室
長
　
松
田
　
貴
仁

▽
総
務
部
理
事
兼
契
約
検
査
課

長
　
土
井
　
昭
夫

▽
市
民
人
権
部
理
事
　
長
橋
　

淳
美

▽
産
業
環
境
部
理
事
・
農
業
委

員
会
事
務
局
次
長
　
杉
分
　
英

夫▽
教
育
総
務
部
理
事
　
尻
家
　

馨問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）



１２

　
本
市
で
は
、
　

年
度
か
ら

１３

「
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
な
ど

経
済
運
転
の
徹
底
や
、
天
然
ガ

ス
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど

の
低
公
害
車
を
公
用
車
に
導
入

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
電
動
自
転
車
を

導
入
し
、
近
距
離
に
お
け
る
移

動
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
　
市
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー

の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」「
毎
月

　
日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

２０の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
の
際
は
自
分

の
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
か
、

か
ば
ん
に
入
る
と
き
は
レ
ジ
袋

を
断
る
と
い
う
ほ
ん
の
少
し
の

心
掛
け
で
、
ご
み
の
量
と
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははは
環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境
月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででで

６
月
は
環
境
月
間
で
すすすすすすすすすすすすすす

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大

気
中
の
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水

素
が
太
陽
光
線
中
の
紫
外
線
の

も
と
で
反
応
（
光
化
学
反
応
）

し
た
と
き
、
二
次
的
に
新
た
な

汚
染
物
質
（
光
化
学
反
応
生
成

物
質
）
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
に

伴
う
被
害
は
、「
目
が
チ
カ
チ
カ

す
る
」「
喉
が
痛
い
な
ど
」
の
目

や
喉
の
刺
激
が
中
心
で
、
一
過

性
で
比
較
的
軽
症
の
も
の
で
す

が
、
刺
激
を
感
じ
た
人
は
洗
顔

や
う
が
い
を
し
、
富
田
林
保
健

所
〔

　
２
６
８
１
〕
へ
連
絡

（２３）

し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天

で
日
差
し
が
強
く
て
気
温
が
高

く
、
風
の
弱
い
日
で
金
剛
山
が

い
つ
も
よ
り
見
え
に
く
く
、
も

や
の
か
か
っ
た
よ
う
な
日
に
発

生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
河
内
で
の
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
発
生
状
況
は
、
こ
こ
数
年

晴
天
で
気
温
が
高
く
日
射
の
強

い
日
が
多
い
た
め
、
予
報
・
注

意
報
と
も
発
令
回
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や
注

意
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
、
市

役
所
か
ら
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
や
公

共
施
設
な
ど
に
連
絡
し
、
予
報

の
場
合
「
緑
色
」
の
旗
を
、
注

意
報
の
場
合
「
黄
色
」
の
旗
を

掲
示
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

で
き
る
だ
け
屋
外
で
の
運
動
な

ど
を
避
け
て
、
屋
内
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
府
大
気
汚
染
常
時
監

視
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

ta
ik
i.k
a
n
k
y
o
.p
re
f.o
s
a
k
a
.j

p
/ta
ik
ik
a
n
sh
i/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

  本市の節電への取り組み
　本市では、日頃から市役所の省エネ対策として、消灯

の励行や冷暖房温度の適正管理に努めています。

　職員の服装についても、今年も例年より実施期間を拡

大し、５月１１日～１０月３１日までノーネクタイなどのエ

コスタイルの提唱運動を進めています。

　また、電力需要がピークを迎える夏期（６月１日～

９月３０日）において、節電対策に取り組んでいます。

本市が、引き続き実施する主な節電対策は次のとおりで

す。

●冷房温度を２８℃に設定、冷房の運転は月曜日＝午前８

時４５分～、火～金曜日＝午前９時～、いずれも午後５時

に停止　※ただし、今後の状況により随時判断します。

●市役所庁舎エレベーター２基の稼働制限（午後６時～

翌午前８時４５分までは原則停止）

●消防本部消防署のエレベーター１基を終日停止

●金剛連絡所エレベーターを終日停止

●職員のエレベーター使用自粛

●昼休み時、事務室の消灯徹底（来客時は除く）

●業務に支障のない範囲で事務室や廊下などの照明を消

灯、退庁時の消灯徹底

●毎週水・金曜日のノー残業デーの実施

●長時間不在時のパソコンやプリンターなどの電源を切

る

●緑のカーテンを設置

　本庁の他、公共施設においても節電対策に取り組んで

いますので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いし

ます。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

ご注意ください
光化学スモッグ

で
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
す
る
と
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

都
市
計
画
に
つ
い
て
の
公

聴
会
を
開
催

　
府
で
は
、「
南
部
大
阪
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
の
変
更
」
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

（
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

と
き
　
６
月
　
日

、
午
後
２
時
～

３０

と
こ
ろ
　
府
庁
別
館
（
大
阪
市
中

央
区
大
手
前
三
丁
目
２
の
　
）
１２

申
し
込
み
　
公
述
希
望
者
は
、
府

計
画
推
進
課
お
よ
び
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
に
備
え
付
け
の
公
述
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６

月
８
日

～
　
日

（
必
着
）
ま

２２

で
に

５
４
０
・
８
５
７
０
府
計

画
推
進
課
（
住
所
記
載
不
要
）〔


０
６
（
６
９
４
４
）
６
７
８
１
・

Ｅ
メ
ー
ルk

e
ik
a
k
u
su
ish
in
@
sb
o

x
.p
ref.o
saka.lg

.jp

〕
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
　

※
同
案
は
６
月
８
日

～
　
日


２２

ま
で
、
府
計
画
推
進
課
お
よ
び
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
公
聴
会
傍
聴
希
望
者
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
公
聴
会

傍
聴
希
望
の
旨
を
記
入
し
（
様
式

自
由
）
、
府
計
画
推
進
課
へ
郵
送

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。



１３

設備投資を支援します

　（公財）大阪産業振興機構では、小規模

企業の創業や経営の刷新を図るため、府

内の小規模企業者などを対象に、設備投

資の支援をしています。申請は随時受け

付けていますので、ぜひご活用ください

（ただし、目標額に達した場合締め切り

ます）。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　（公財）大阪産業振興機構

〔０６(６９４７)４３４５〕

６月は「就職差別撤廃月間」です

～しない　させない　就職差別～

　就職の面接で、家族の出身地や職業、

思想、信条などについて質問すること

は、本人に責任のない事項や本来自由で

あるべき事項で応募者を判断することに

なるため、就職差別につながる恐れがあ

ります。

　府では毎年６月を「就職差別撤廃月間」

と定め、さまざまな啓発事業に取り組ん

でいます。就職の機会均等を保障するこ

との大切さについて、皆さんのご理解を

お願いします。

●就職差別１１０番

　電話またはＥメールで、採用面接時な

どの差別についての相談や、関係機関の

紹介などをします。

とき　6月１７日～１９日、午前１０時～

午後６時、〔06(６２１０)９５１８・Ｅメール

rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp〕　

※Eメールでの相談は、6月中随時受け付

けています。

問い合わせ　府雇用推進室〔０６(６２１０)

９５１８〕

27年度労働保険年度更新手続

きは７月10日までに

　２７年度の労働保険年度更新手続きは６

月１日～７月１０日までにお済ませく

ださい。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　申告書の記入方法について

は、労働保険年度更新コールセンター

〔０１２０(９４９)７３２〕（７月１７日まで 開

設）または大阪労働局労働保険適用・事

務組合課〔０６(４７９０)６３４０〕、保険料の納

付については、大阪労働局労働保険徴収

課〔０６(４７９０)６３３０〕

※大阪労働局ホームページ〔http://osa

ka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/〕もご覧

ください。

　
富
田
林
霊
園
の
区
画
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画
　
右
下
表
の
と
お
り

現
地
説
明
　
６
月
１
日

～
　２７

日

、
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
ま
で
自
由
に
見
学
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

同
霊
園
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。
土
・
日
曜
日
で
も
現
地
の

管
理
事
務
所
の
職
員
が
対
応
し

ま
す

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊田林霊園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園のの
使用者を募使用者を募集集

申
し
込
み
　
６
月
　
日

、
午

２８

前
９
時
～
９
時
　
分
ま
で
に
市

３０

役
所
地
下
９
０
２
会
議
室
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
な
お
、
抽
選
終
了
後
の
空
き

区
画
の
受
け
付
け
は
　
日

、

２９

午
前
９
時
～
、
衛
生
課
で
順
次

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

し
、
か
つ
家
庭
用
生
ご
み
処
理

機
器
な
ど
を
継
続
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

対
象
と
な
る
処
理
機
器
な
ど

①
生
ご
み
処
理
機
（
生
ご
み
を

粉
砕
し
て
水
路
ま
た
は
下
水
道

管
へ
流
す
タ
イ
プ
、
焼
却
処
理

す
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
除
き
ま

す
）

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で
。

②
生
ご
み
ぼ
か
し
あ
え
容
器

※
１
世
帯
に
つ
き
２
台
ま
で
。

③
ぼ
か
し
剤

※
１
世
帯
に
つ
き
年
間
　
個
ま

１６

で
。

補
助
金
額
　
機
器
購
入
価
格

（
取
り
付
け
費
用
、
消
費
税
な

　
暑
く
な
っ
て
く
る
と
、
水
分

を
多
く
含
む
生
ご
み
が
た
く
さ

ん
出
ま
す
。
生
ご
み
は
、
気
温

や
湿
度
が
高
く
な
っ
て
く
る
と

腐
敗
が
進
み
悪
臭
を
発
し
ま

す
。
生
ご
み
を
捨
て
る
と
き

は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
の
水
切

り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
水

分
を
十
分
切
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
　

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご

み
（
台
所
ご
み
）
な
ど
を
堆
肥

化
す
る
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を

購
入
さ
れ
た
世
帯
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有

ど
は
除
く
）
の
２
分
の
１
の
額

（
　
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で

１０
上
限
２
万
円

※
①
②
は
、
購
入
後
１
年
以
内

に
限
り
ま
す
。
③
は
、
今
年
購

入
し
た
も
の
を
１
月
～
２
月
中

に
ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
購
入
店
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
利
用
し
割
り
引
き
を

受
け
た
場
合
は
、
割
り
引
き
後

の
金
額
が
機
器
購
入
価
格
と
な

り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

■
領
収
書
、
ま
た
は
購
入
店
発

行
の
販
売
証
明
書

■
カ
タ
ロ
グ
、
ま
た
は
機
器
設

置
後
の
写
真

■
振
込
先
の
分
か
る
も
の
（
金

融
機
関
の
通
帳
な
ど
）

■
印
鑑

※
申
請
者
、
領
収
書
（
販
売
証

明
書
）
の
氏
名
と
振
込
先
口
座

名
義
人
は
同
じ
人
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
衛
生
課
（
内
線
１

４
４
～
１
４
６
）
へ

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ははははははははははははははははははははは
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水

生
ご
み
は
水
をををををををををををををををををををををを

切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててて
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううう

　
　
切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！


